
平成２９年度学校評価にもとづく改善点のまとめ 

滋賀県立河瀬高等学校 

学校経営について 

・中高一貫教育校としての特徴を生かして取組んでいる内容の広報に努めます。 

 

学習指導 

・生徒が活用するシラバスを実用的なものに変更し、進んで利用できるものにします。 

・「学びの変革」の取組を充実させ、授業改善を図ります。 

 

生徒指導 

・基本的な生活習慣の確立をめざす指導を徹底し、問題行動の減少に努める。 

・ＳＮＳに対する研修を生徒・教職員・保護者の三者で受ける。 

 

進路指導 

・様々な経験をとおして、自らが進路を開拓できる力を養成します。 

・進路の手引きや進路情報等を活用し、全教職員でキャリア教育を推進します。 

 

特別活動等 

・中・高一体化した部活動の在り方を考えていきます。 

・中・高一貫校を意識した行事（文化祭・体育祭・ボランティア活動等）の活性化を図ります。 

 

学校図書館 

・図書館利用がさらに進むよう工夫します。 

・読書の指導をさらに進めます。 

 

保健・安全指導 

・防災訓練を充実したものにします。 

・教育相談活動・ケース会議等を充実させます。 

 

人権教育 

・差別やいじめを許さない学習環境の醸成を図ります。 

・人権統一ＬＨＲを充実させ、自己肯定感の育成、他者理解の推進を図ります。 

 

環境教育 

・教科を通じての環境学習を積極的に行うとともに、日常の清掃活動やボランティア活動を充実したも

のにします。 

 

事務・管理 

・中高一貫校に相応しい機器の導入に努めます。 

 

その他 

・学校ホームページを一新し、学校情報の積極的な発信に努めます。 


